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一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）概要 

 沿革 
  1962年4月 日本データ・プロセシング協会創立 
  1992年7月 社団法人 日本情報システム・ユーザー協会に拡充改組 
  2012年4月 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 
 

 役員 
  理事28名 （会長1名、副会長2名、常任理事10名） 監事2名 
  会  長 石原 邦夫  東京海上日動火災保険株式会社 取締役会長 
   

 事務局 
  専務理事 金    修 
  常務理事 浜田 達夫 
  所在地   東京都中央区日本橋堀留町1-10-11 
 

 会員数   ： 1,804社  （2012年4月1日現在） 
  正会員Ａ  ：   191社    ＋9社 （11年度の増減） 
  正会員Ｂ   ：   129社   ▲21社  
  正会員Ｃ  ：1,484社 ＋480社 
     

   *2012年4月1日の一般社団法人移行に伴い、会員区分、名称を変更した。 

正会員企業の割合

コンサル
タント

6%ベンダー
11%

情報子会
社

16%
ユーザー

企業
67%

（C）JUAS 2012 
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期待する成果 

 
企業で変えるもの 

新商品・サービスによる 
顧客の確保 

業務プロセスの変革 

人の気持ちの変革 

JUASの活動方向 

基準値・常識の 
創出・提供 

ベストプラクティス 
の探索・紹介 

考え方のヒント 

見える化→ 
ＰＤＣＡ 

企業競争力 
の向上 

産業情報システム 
の活性化 

情報交換の場 
↓ 

情報提供できるＪＵＡＳへ 
基礎研究の重視と発想の転換 

イノベーション経営を後押しするJUAS！ 

IT子会社 

ユーザ企業 官庁 

学界 

SIベンダ メーカ 

JUAS活動のコンセプト 

（C）JUAS 2012 
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ＪＵＡＳ活動 

フォーラム 
・ＣＩＯフォーラム（３）  
・部門経営フォーラム（５） 
・IT企業ＴＯＰフォーラム（３） 
・グループ会社経営フォーラム（３）  

    ・IT部門経営フォーラム関西 
       ・IT企業TOPフォーラム関西 

・ITグループ会社経営フォーラム関西 
・関西ミドルマネジメントフォーラム 

研究会 
ＩＴコンシューマ化研究会 
ＩＴインフラ研究会   
ＩＴサービスマネジメント研究会  
情報セキュリティ研究会 
ＩＴポートフォリオ研究会   
ビジネスプロセス研究会 
イノベーション事例研究会  
データマネジメント研究会  
組織力強化研究会  
ＩＴ人材キャリア形成研究会 

研究プロジェクト 
   システム開発・保守QCD研究プロジェクト 
   JIIP（Japan industry Innovation project) 

オープンセミナー 

オーダーメイド研修 

教材開発・出版 

研修事業 会員活動 

海外研修・調査 

会員研修会 
JUASアカデミー 
関西アカデミー 

公開事業 
サマースクエア 
ＪＵＡＳスクエア 
JUAS FUTURE ASPECT 

政策企画委員会 

  調査事業 
・企業IT動向調査 
・ソフトウェアメトリックス 

政策研究・調査 
・IT経営協議会 
 （CIO戦略フォーラム） 
・IT経営調査 
・CIO育成カリキュラム 
・重要インフラの信頼性 

セキュリティ・センター 
  ・プライバシーマーク 

    審査・認証 

 組織力強化普及・調査 
   －ＵＩＳＳセンター－ 
・情報システムユーザースキル標準 
・IT人材モデルキャリア開発  

 ＪＵＡＳラボ 
JUASソリューションラボ 
JUASトレンドラボ 

イノベーション 
経営カレッジ 
 （IMCJ) 

教育研修事業 

新人・配転者セミナー 

アドバンスト研究会 
   ITサービスのおける顧客セグメンテーション 
   情報共有研究会 
   10年後も生き残れるSEをつくる 
   サービスにおける知覚プロセスの考察 
   競争優位・付加価値創出モデル研究会 

事業プロモート委員会 

（C）JUAS 2012 
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１．これからのユーザー企業におけるＩＴ人材とは 
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＜経営層からIT部門への期待＞ 拡がる期待領域 
6割の経営層が「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」を、8割が「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」
をIT部門に期待 

企業規模別 経営層から
IT部門への期待領域 

・この結果を見ると、IT部門への期待領域は、
従来からの「ｼｽﾃﾑ安定稼働」や「ｼｽﾃﾑ構
築」に加え、「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」や「ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾓﾃﾞﾙの変革」まで広がってきている。 
 
 

＜業種別に見ると＞ 
・ 「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」を期待されているIT
部門が多いは、「金融」(82.4%)、「重要ｲﾝﾌ
ﾗ」(69.2%)、「商社・流通」(69.1)で、 
「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」を期待されているIT
部門が多いのは、「金融」(88.2%)、「商社・流
通」(82.8%)、「機械器具製造」(80.6%)である。 
 
・これは、情報処理自体が業務の根幹を支
えている金融や複雑なｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝをｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙﾚﾍﾞﾙで構築している商社・流通では、ITが
ﾋﾞｼﾞﾈｽに深く入り込んでおり、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
やﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革にITが不可欠となっ
ているのではないかと考えられる。 

62.4

59.6

68.7

78.4

75.4

85.1

91.8

89.2

97.5
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1000人未満（n=693）

1000人以上（n=316）
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1000人未満（n=694）
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＜貢献しているIT部門の成功要因＞ 戦略領域がカギ 
「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙとﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」に着目し、経営層の期待に応えて
いるIT部門の9つ成功要因を仮説ﾏｯﾌﾟに整理 

貢献しているIT部門の成功要因（本調査で明らかになったもの） 

2

IT部門の活動

経営課題

組織

戦
略

調達・活用投資

実
行

成
果

IT部門の貢献度

業績

• CIO設置、CIOのミッション

• IT部門への期待領域

• IT投資計画の策定

重点投資分野

IT投資ポートフォリオ

• IT予算の策定

• 技術採用指針の策定

新規テクノロジーの採用

• 業務分析、システム企画

• IT組織形態、IT機能配置

• IT要員の採用、人材育成

• 情報子会社、外部委託

• IT人材の充足度
• 情報子会社の貢献度

• IT投資の効果

業務効率、市場シェア、

等

• 開発の工期・予算・品質

• 情報システムの障害

• IT活用ステージ

• IT投資効果の評価

評価指標の設定

効果測定

• システム開発・調達

• IT利活用推進

CIOを設置し、全社横断的な

経営課題の解決をミッション
とさせること

IT部門とユーザー部門の
連携・コミュニケーションを

密にすること（アプリケーショ
ンオーナー制度が有効）

能動的に企画・提案を行って
いくことで、IT部門の存在価

値を高めること

特に顧客に近い販売・営業、
商品・サービス領域のIT化に

積極的であること

経営者との意思統一を図り、
経営戦略とIT投資戦略を

整合させること

主に業務の効率化・合理化を

目的とし、パッケージの有効活用
やグループ共有化を推進すること

クラウドサービス、タブレット
端末などの新技術を積極

活用していくこと

方針を定め、業務の見える化
を行い、IT化の前提となる業

務分析やBPRを実施すること

現場の声を収集し、継続的な

改善活動を実施するためのユー
ザー支援体制を整備すること

（C）JUAS 2011 
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＜経営層からのIT部門への期待と貢献度＞ 「期待に応えられている」
のは「ｼｽﾃﾑの安定稼働(「全体」で92%)とｼｽﾃﾑの構築(85%)」、「ﾋﾞｼﾞ
ﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革(39%)とﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革(22%)」はまだ課題が多い 

企業規模別 IT部門への
経営層からの期待領域 

業種ｸﾞﾙｰﾌﾟ別 IT部門への
経営層からの期待領域 

・「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」は期待さ
れていない（ 「全体」 26%）し、期
待されていても応えられていない
（ 「全体」 27%）。 
 
・従業員規模別に見ると、 「ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾓﾃﾞﾙの変革」以外の各分野で
は、規模が大きい企業ほど経営
層の期待に応えられていると回
答した割合が高い。 
 
・業種ｸﾞﾙｰﾌﾟ別に見ると、「金融」
は各分野で経営層の期待に応え
られている割合が高い。（ 「ｼｽﾃ
ﾑの安定稼働」94%、 「ｼｽﾃﾑの構
築」92%、「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」
54%、「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」40%） 
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③ビジネス
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9 （C）JUAS 2011 
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２．これからのユーザー企業におけるＩＴ人材に求められる能力 



<IT要員に必要な能力と現状＞自社IT部門内で確保･育成する必要性
が高い 能力の上位は「業務ｼｽﾃﾑの改善提案」 と「ＩＴ戦略策定・ＩＴ企
画」。11年度は「情報ｾｷｭﾘﾃｨ･ﾘｽｸ管理」も重要視されているのが特徴 

11 11 

情報子会社の有無別  
IT部門の要員に必要な能力 
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ビジネスや商品、サービスの改革提案（n=942）

業務システムの改善提案（n=948）

IT戦略策定・IT企画（n=948）

IT予算、投資案件の管理（n=948）

ＩＴ基盤の設計（n=947）

システムの開発・保守（n=948）

システム利活用支援（n=945）

システムの運用・管理 （n=948）

情報セキュリティ・リスク管理（n=948）

ビジネスや商品、サービスの改革提案（n=187）

業務システムの改善提案（n=190）

IT戦略策定・IT企画（n=190）

IT予算、投資案件の管理（n=190）

ＩＴ基盤の設計（n=190）
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ビジネスや商品、サービスの改革提案（n=755）

業務システムの改善提案（n=758）

IT戦略策定・IT企画（n=758）

IT予算、投資案件の管理（n=758）

ＩＴ基盤の設計（n=757）
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情報セキュリティ・リスク管理（n=758）

全
体
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が

あ
る

情
報
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会
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が

な
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（％）

大いに必要 ある程度必要

・IT部門の要員に必要な能力とし
て上位に挙がっているのが「業務
ｼｽﾃﾑの改善提案」 と「IT戦略策
定・IT企画」とある。 
 
・11年度の特徴として「情報ｾｷｭﾘ
ﾃｨ･ﾘｽｸ管理」も重要視されており、
震災やｻｲﾊﾞｰ攻撃など、ﾘｽｸ回避
にかかわる業務が多かったことも
一因と推測される。 

（C）JUAS 2012 
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イノベーションの推進：３段階の体系化を！ 

Technology Architecture 

Application Architecture 

Data Architecture 

Business Architecture 

業務改善・標準化 組織改革 

ルール改善 

ビジネス自体の改革 

現場改善 

商品・サービスの創造 顧客確保･拡大 

境界範囲の抜本見直し 
顧客志向、理想 

・帰納法→演繹法 
・漸進的、革新的 

視点 

視点 

Enterprise 
Architecture 

コアコンピタンスの見直し 

企画設計の流れ 

戦略企画 

要件定義・運用 

 要件定義～ 
総合テスト 

経営学・マーケティング 

改善技術学 
（IE、KT、WD、QC等） 

情報工学 

リーダーシップ・ 
コミュニケーション 

ビジネスモデル 

業務システム 

情報システム 

ＢＰＭ 

ＢＭＤＡ(Business Model Driven Archtecture) 

12 （C）JUAS 2012 
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経済産業省・平成２３年度高度ＩＴ人材キャリア形成支援計画策定事業 
 次世代高度ＩＴ人材モデルキャリア開発計画事業報告書 より 

IT を活用した新事業や新製品・新サービス等を生み出す際のプロセス 

「新製品・新サービスの創出プロセス」 
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次世代高度ＩＴ人材に求められる能力 

経済産業省・平成２３年度高度ＩＴ人材キャリア形成支援計画策定事業 
 次世代高度ＩＴ人材モデルキャリア開発計画事業報告書 より 
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３．これからのユーザー企業におけるＩＴ人材の育成 



16 16 

大企業ではｽｷﾙを可視化して組織力向上を図るｽｷﾙ標準に高い関心
が集まる、検討中まで含めた活用割合は「UISS」44％、「ITSS」41％ 
09年4月にｽﾀｰﾄした「ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験」は大企業では既に48％となった 

（C）JUAS 2010 

「ＩＴ部門の要員」の
採用・育成時に取り
入れている制度 

（企業規模別） 

1%

1%

7%

8%

1%

0%

3%

1%

8%

8%

15%

17%

2%

2%

5%

9%

4%

9%

15%

1%

3%

9%

2%

11%

17%

21%

24%

9%

16%

1%

9%

9%

13%

14%

6%

6%

7%

1%

25%

16%

12%

10%

11%

13%

7%

4%

2%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

情報システムユーザースキル標準（UISS）（n=658）

ITスキル標準（ITSS）（n=659）

情報処理技術者試験（ITパスポート試験）（n=657）

情報処理技術者試験（その他の試験）（n=662）

ITコーディネータ採用・育成時の活用（n=657）

PMP（プロジェクトマネジメント協会の認定）（n=659）

ベンダー資格（n=660）

その他（n=283）

情報システムユーザースキル標準（UISS）（n=300）

ITスキル標準（ITSS）（n=303）

情報処理技術者試験（ITパスポート試験）（n=304）

情報処理技術者試験（その他の試験）（n=302）

ITコーディネータ採用・育成時の活用（n=300）

PMP（プロジェクトマネジメント協会の認定）（n=299）

ベンダー資格（n=300）

その他（n=69）

1
0
0
0
人

未
満

1
0
0
0
人

以
上

活用している ときどき活用している 活用を検討中

・「ITパスポート試験」は
IT初心者に向けた育成
施策として今後の展開が
期待される。 
 
・１０００人未満の企業で
は、「情報処理技術者試
験」への関心が高い。 
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企業ｸﾞﾙｰﾌﾟﾚﾍﾞﾙでの取り組み例 

• ここでインタビューにご協力頂いた企業のコメントをいくつか紹介しておきたい。 
「ビジネスを知らない人がビジネスの変革の話をできるわけがない」 
「IT人材はビジネスの変わるべき方向を捉え、ITの力を使って変えられる人である」 
「部門内業務のIT化は終焉した。IT人材は、ある部門の前後の業務を把握して、ITを用い
て情報の流れを組み立て直せる人である」 
「IT人材とは、案件化する前から関与して、様々な改革策を提示できる人材である」 等。  
 

• ここ数年間、IT人材の役割や守備範囲が大きく変化してきた結果、 
 もはや、昔ながらの「企業システムの維持・改善」の専門化集団ではいられなくなった。 

 
• これからのIT人材は、部門の壁、企業の壁（親会社、子会社、取引先等）、国境を超えて、

「全社横断的な業務プロセスの変革」「IT資源の最適配分」「最新の技術動向の理解」や 
 「IT投資の目利き」等といった高度な領域での活躍が期待されていくことだろう。 

 
• IT人材は立ち止まってはいられないのである。 
 多種多様な人材との交流等を通して、IT人材がさらなる進化を遂げていくことを期待したい。 

●人材の適正配置、能力開発が進められているが、いまだ道半ば 
●グローバルＩＴ人材への成長も期待 
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次世代高度ＩＴ人材の育成指針 

新事業やイノベーションを自ら創出できるような高度な人材を計画的に育成することは、
極めて難しいが、育成・成長や環境整備に向けたヒントとなるべき情報を、暗黙知」から
「形式知」化して、取り組むことで、その意義を高めることを目指す。 

次世代高度ＩＴ人材の育成のための７つの指針 
 
① 一定の能力や資質を有する人材の選抜を基本とする 
 

② 新事業の創出や変革に向けた強いインセンティブを与える 
 

③ 大きな視点から物事を考えさせる 
 

④ 多様な価値観に触れさせる 
 

⑤ 現場に入り込み、課題を発見させる 
 

⑥ 非日常的な場を与え、発想を熟成させる 
 

⑦ 一定の失敗が許される挑戦・実践を繰り返す 

経済産業省・平成２３年度高度ＩＴ人材キャリア形成支援計画策定事業 
 次世代高度ＩＴ人材モデルキャリア開発計画事業報告書 より 

（C）JUAS 2012 
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JUASの人材育成支援事業 その１ 

体系 事業区分 

（C）JUAS 2012 
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求められる研修 
●情報システム部門 新人・配転者プログラム 

●ＩＴ駆動型 新・サービス創造塾 

●ソリューションラボ 

新たに情報システム部門に配属になった新入社員・配転者を対象に、情報システム部門要員として必要な
知識やスキルを体得し、情報システム（ＩＳ）が企画・構築され運用されるまでの流れを一気通貫で疑似体験
する。また、先輩ＩＳ要員の話を聴いたりＩＴのトレンド等も確認する、１ヵ月間のコース。３期目を迎えた。 

経済産業省・産業構造審議会・情報経済分科会・人材育成WGにより報告された「次世代高度ＩＴ人材」の育
成を目指し開発したコース。ＩＴ業務に携わってきた方ならではの、俯瞰力、洞察力、技術力などをベースに
新サービスや新事業を企画し具現化できる能力を養成する。 

協賛企業に後援いただき、イノベーションや業務改善に奏功する要素技術や考え方、それを具現化した製
品・ソリューション、活用事例を紹介する無料のミニセミナー。 

JUASの人材育成支援事業 その２ 

（C）JUAS 2012 
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４．これからのユーザー企業におけるＩＴ人材の評価 
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次世代高度ＩＴ人材に求められる評価軸 

次世代高度ＩＴ人材は、事業創造やイノベーションに係る知識、技能、レベルが新たに体系化されな
いと評価は難しい。各領域の知識・技能を把握できるプロジェクト、プログラム、ポートフォーリオなど
事業規模、部門間、企業間の事業構築能力を確認し、レベル判定を可能にするものが求められる。 

現行の「共通キャリア・スキルフレームワーク」の枠組みに沿って、次世代高度ＩＴ人材の
「人材類型」を「事業創造系」、「人材像」を「デザイナ」として表現したのが下図。 

【現行の「共通キャリア・スキルフレームワーク」と次世代高度ＩＴ 人材の関係】 

経済産業省 平成２３年度 
高度ＩＴ人材キャリア形成 
支援計画策定事業 
「次世代高度ＩＴ人材モデル 
キャリア開発計画事業報告書」 
より  

（C）JUAS 2012 
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ユーザー企業における人材評価の取り組み例 

【ＵＩＳＳの効果を導く８カ条】 

ポイント１ 
 社外でも通用する客観的な評価？ 
 自社事業への貢献度合いを測る固有の評価？ 
ポイント２ 
 全社人事制度と連携させた基準？ 
 キャリアＵＰやスキル拡大、業務担当等のためのコミュニケーション・ ツール？ 

【旧版】 

【改訂版】 
ＪＵＡＳ人材育成研究会 
 ＵＩＳＳ分科会 ２０１１成果より 

（C）JUAS 2012 
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ＵＩＳＳの効果を導く新８ヶ条の考え方 【参考】 

はじめに
UISS（情報システムユーザースキル標準）は
（１）組織力強化のための利用
（２）人材育成のための利用
（３）キャリア育成のための利用

を狙いとして、これらを支援するための考え方や参照モデルを提供しています。

しかしながら、上記を取り巻く環境やニーズは各社各様で、それぞれの企業の課題
に適したカスタマイズを推進担当者単独で実施するのは困難なケースもあります。

この「UISSの 効果を導く【導入】・【活用】・【運用】 8カ条」は、UISS未導入、
あるいは【導入】・【活用】・【運用】いずれかのステージで悩んでいる企業へ、
取り組み方のヒントとして、既に導入に踏み切った企業のノウハウを集約し、
ポイントを8カ条にまとめたものです。

UISS導入に一歩を踏み出せないでいる方へ、

UISSは、小さく生んで、大きく育てよ！

第1条のポイントと整合性を
とって記載としました。
(※第1条にあり）

（C）JUAS 2012 
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ＵＩＳＳの効果を導く新８ヶ条の例 第１条 【参考】 

第1条：UISSの特性を理解すべし

UISSの強み（何が得意か）や活用方法を理解すると、より効果的な活用が

可能になる。

ポイント

UISSの大きな特性は【スキルの見える化】である

組織として必要なスキル（ToBe）

組織として現状保有しているスキル（AｓIs）

「組織力強化」「人材育成」「キャリア育成」に活用できる

UISSは組織強化や人材育成ツールのひとつだという事を認識する

UISSは全ての人材課題を解決できるツールではない

スキル定義、達成度評価は各社各様で考えるものである

厳格に他社ベンチマークはできないものと認識する

・UISSの大きな特性は【組織内のスキルの見える化】
【個人のスキルの見える化】である

（C）JUAS 2012 
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受講履歴管理支援、初期面談代行、IT組織成熟度診断など 

・スキルの質量の可視化し、測定や分析を可能にする指標の設定 
・人材ポートフォリオ、スキル量等により、ＩＴの観点から組織力を定義し、 

 現状、目標、目標実現へのプロセスなどを確認できる指標の必要性 
・要員の受講履歴管理や客観評価代行をアウトソースできたら有効か 

 

1)組織／人材診断サービス 
 成熟度モデル（ＯＨＭＭ）を構築し、業界内比較、業界間
比較などＪＵＡＳならではの比較評価。組織の成熟度を、
人材開発と組織開発の両面から測定し見える化。 

２）アクションプラン作成支援サービス 
３）スキル診断／分析 
４）研修結果評価サービス 
５）面談／カウンセリング サービス 

【参考】新・サービス（案） 

ＪＵＡＳにおける人材（組織）評価に結び付く 
仕組みつくりの取り組み（案） 

（C）JUAS 2012 
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ご清聴ありがとうございました。 
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